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Ukifune takes a part as the last heroine in The Tale of Genji, who was bred in the
country side, the eastern land called as “Tougoku”. She appeares suddenly into the story
as a Cinderella but she is neglected from the noble society because of her difference of
social standing. At the time the “Tougoku” was regarded as a countryside but also meant
the third strange land by the court society.
This study offers the subject why the author Murasakishikibu intended that the last
heroine came from the countryside which has many mythological elements and natural
features and gives us a strong impact in this story.
はじめに
『源氏物語』全五十四帖は光源氏という偉大な主人公を失った後、その後裔である匂宮と薫と
いう当代きっての貴公子の物語へと語り継がれていく。舞台も京から宇治へと移り後半の十帖を
構成する。『源氏物語』の最後の女主人公として登場する浮舟という女性が二人の貴公子と遭遇
し、かれらとの交渉をとおして自己を見つめていく過程を物語って、この長い物語は本を閉じる。
最後の女主人公の役を負わされる浮舟と言う女性は今までの物語では語られなかった特異な生ま
れと育ち方をしている。浮舟は都とは遠く離れた陸奥、常陸の国で育った。それは京からは余り
にも遠くに位置する、東国と言われた世界である。
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一方浮舟の父親は宇治の八の宮であったが、母親の出自が低かった為、又八の宮の俗聖として
の生活を妨げる存在として、浮舟を娘として認知しなかった。その後母親は失望し受領の後妻と
なり浮舟とともに夫の任地に下って行った。父親にも認知してもらえなかった王孫の娘が東国で
育ち、偶然に二人の貴公子に逢うことから浮舟の運命の物語がはじまる。
親王の娘であり、宇治十帖の物語のヒロインを演じてきた大君、中君の義理の妹にあたるこの
娘に作者は様々な負荷を与えていく。何故作者が次の女主人公に当時の鄙と言われる東国で育つ
と言う、かつてないほどの過酷な運命を負わせたのか、その意図とは、またそれが何故東国でな
ければならなかったのか、果たして本当に東国育ちは負荷なのか。本稿では「宿木」、「東屋」の
巻きを中心に浮舟の身辺を手がかりに探って行く。都人から見た東国の持つ様々なイメージを常
陸国の古代史と風土から考察する。以下その試論を呈する。
尚、引用部分（ ）内は小学館日本古典文学全集 源氏物語 巻 頁を、又それ以外は小学館
日本古典文学全集中、本名 頁を表記する。
1．浮舟の登場
薫が大君を失った後その代わりとなるのは中君である。しかし中君はすでに匂宮により二条院
に据えられており、既に匂宮の子を宿していた。薫も中君の懐妊の帯を見ることにより、その事
実を知ることになった。しかしそれでも薫の中君への思いは大君のゆかりとして大きく存在して
いるのであった。しかし中君は薫の自分への意識を何とかして逸らす必要がある。薫にしても実
際には匂宮の子を宿す中君では大君の形代になることは不可能であることを理性では分かりなが
らも日々煩悶していた。そのような折り薫が大君を偲び大君に似た人形を作らせ供養をしたいと
漏らす。「音なしの里求めまほしきを、かの山里のわたりに、わざと寺などはなくとも、昔おぼ
ゆる人形（ひとがた）をも作り、絵にも描きとりて、行ひはべらむとなん思うたまへなりにたる。」
薫が人形（ひとがた）と述べた言葉から中君は「あはれなる御願ひに、また、うたて御手洗川近
き心地する人形こそ、おもひやりいとほしくはべれ。黄金求むる絵師もこそなど、うしろめたく
ぞはべるや」（ 436 437）大君との思い出を人形で流そうとは疎ましいこと、大君が気の毒
ですと、「恋せじと御手洗川にせしみそぎ」と祓えの道具として川に流される人形を連想し反発
する。目下匂宮の子を宿し自分の人生をそれはそれと引き受けていこうと諦念にも近いが、中君
は決心をした。夫匂宮が当代の三番目の皇子であり、帝、中宮からも寵愛され、将来は東宮と嘱
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望されている。そのような状況では政治的な後見として夕霧大臣の六の君との結婚も拒否できな
い状況である。匂宮と六の君の結婚が盛大に行われるなか、中君は自らの運命を諦観し見据えて
行こうといじらしい決心をする。
やまさとの松のかげにもかくばかり身にしむ秋の風はなかりき 中君
（ 393）
「今はいかにもいかにもかけて言はざらなむ、ただにこそ見め、と思さるるは、人には言はせ
じ、我独り恨みきこえん、」（ 394）「あまりに馴らはしたまうて、にはかにはしたなかるべ
きが嘆かしきなめり。かかる道を、いかなれば浅からず人の思ふらんと、昔物語などを見るにも、
人の上にても、あやしく聞き思ひしはげにおろかなるまじきわざなりけりとわが身になりてぞ、
何ごとも思ひ知られたまひける。」（ 401）何人の妻を持とうと許される身分の匂宮であるか
ら、結局こうなってもやむを得ないことだったのだと諦観していく。宇治から京に来て実質面で
頼れるのは薫である。現実面を見つめ考え、苦慮しながらも中君は薫を無碍にあしらう事はでき
ない。しかし自分は大君の代わりにはなれないし、薫も匂宮の子、将来親王となるべき子を宿す
中君には大君の形代として見る事はできなくなっている。そのような状況で中君としては珍しく
自らひざを進め薫に話を切り出す。
いますこし近くすべり寄りて、「人形のついでに、いとあやしく、思い寄るま
じき事をこそ思ひ出ではべれ」とのたまふけはひのすこしなつかしきもいとう
れしくあはれにて、「何ごとにか」と言ふままに、几張の下より手をとらふれ
ば、いとうるさく思ひならるれど、いかさまにして、かかる心をやめて、なだ
らかにあらんと思へば、この近き人の思はんことのあいなくて、さりがなくも
てなしたまへり。
「年ごろは世にやあらむと知らざりつる人の、この夏ごろ、遠き所よりものし
て尋ね出でたりしを、うとくは思ふまじけれど、また、うちつけに、さしも何か
は睦び思はん、と思ひはべりしを、先つころ来たりしこそ、あやしきまで昔人
の御けはひに通ひたりしかば、あはれにおぼえなりにしか。形見など、かう思
しのたまふめるは、なかなか何ごともあさましくもて離れたりとなん、見る人々
も言ひはべりしを、いとさしもあるまじき人のいかでかはさはありけん」との
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たまふを、夢語かとまで聞く。
（ 437 438）
思いも掛けない中君の言葉である。薫にとって大君を偲ぶ人形が現実に存在していることが中
君から知らされるのであった。まずこの場面で中君より始めて浮舟の情報が薫に伝えられる。夢
語りかと思うのであった。当にそれは薫にとっても新しい人生との遭遇であった。
いと遠き所に年ごろ経にけるを、母なる人の愁はしき事に思して、あなかちに
尋ね寄りしを、はしたなくもえ答へではべりしに、ものしたりしなり。ほのか
なりしかばにや、何事も思ひしほどよりは見苦しからずなむ見えし。これをい
かさまにもてなさむ、と嘆くめりしに、仏にならむは、いとこよなき事にこそ
はあらめ、さまではいかでかは」など聞こえたまふ。
（ 440）
ここで薫に中君は母違いの妹が遠い所で育ち、春ごろ帰京した折に母子ともに二条院を訪れた
事、はっきりとはしないがその義妹が亡き大君に良く似ていたことを話す。母親は娘の行く先を
案じ、落ち着き先が無く、自分が亡くなった後のことを考えると出家させ尼にもしようと訴えた
のである。この話を聞き薫は故八の宮の落胤が存在すること、又「似たりとのたまなふゆかりに
耳とまりて」（ 439）と「宮の忍びてものなどのたまひけむ人の、忍ぶ草摘み置きたりける
なるべし」と得心するのであった。その人は宇治からでさえ遠い国、常陸で育ったこと、何か別
世界から突然出現した変化（へんげ）のものかとも思うのであった。薫の知りたい欲求はそこで
宙吊りになる。読者にとっても唐突な感は否めないものの、この先遥か異界からどのようにその
姫君が出現するのか、今まで中君が負っていた物語りの主人公性はより身分の低いしかも東国育
ちの姫君に移行していくのである。
その後薫はかつての宇治の八の宮邸を堂になすべく宇治を訪れ、弁の尼より浮舟誕生の経緯を
聞くことになる。いよいよ遠国から出場する姫君のおおよそが薫にも読者にも明らかになる。
「故宮の、まだかかる山里住みもしたまはず、故北の方の亡せたまへりけるほ
ど近かりけるころ、中将の君とてさぶらひける上の、心ばせなどもけしうは
あらざりけるを、いと忍びてはかなきほどにもののたまはせけるを、知る人も
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はべらざりけるに女子をなん産みてはべりけるを、さもやあらんと思す事のあ
りけるからに、あいなくわづらはしくものしきやうに思しなりて、またとも御
覧じ入るることもなかりけり。あいなくその事に思し懲りて、やがておほかた
聖にならせたまひにけるを、はしたなく思ひてえさぶらはずなりにけるが、陸
奥の守の妻になりたりけるを、一年、上りて、その君たいらかにものしたまふ
よし、このわたりにもほのめかし申したりけるを、聞こしめしつけて、さらに
かかる消息あるべき事にもあらず、とのたまはせ放ちければ、かひなくてなん
嘆きはべりける。さて、また、常陸になりて下りはべりにけるが、この年ごろ
音にも聞こえたまはざりつるが、この春、上りて、かの宮には尋ね参りたりけ
るとなん、ほのかに聞きはべりし。かの君の年は二十ばかりにはなりたまひぬ
らんかし。いとうつくしく生ひ出たまふがかなしきなどこそ、中ごろは文にさ
へ書きつづきてはべめりしか」と聞こゆ。
（ 447 448）
弁の尼の語りにより薫は浮舟が八の宮との間に出来た女子であった。八の宮の妻北の方が亡く
なった後に上級の女房として仕えていた中将の君を召し、人知れず会っていたが、子供が出来る
と、疎遠になりその仕打ちに悲観した中将の君は陸奥守の後妻となり下り、更にまた常陸介とな
った夫に従い十年以上も京を離れて暮らしていたが、この春に任期が明けて一家は帰京したとの
こと、そして中君のところにも知らせてきたようだと話す。薫と同様読者もここで浮舟の素性が
大方分かる事になる。父親は斜陽の貴族、母親は召人という出自であった。おそらく中将の君は
八の宮の北の方の姪にあたることから八の宮の後妻になることもありえたであろうに、疎まれて、
いたたまれずに宮邸を娘を抱えて出て行った背景には、恨めしさと階級意識の差が突き刺さって
いるであろう。従って中将の君は夫の任国、陸奥、常陸に下りながらも家刀自としての力量は発
揮するが、同時に浮舟の血統を守るにはどうするべきか、絶えず苦慮していた。母親は浮舟を左
近少将に娶わせようとするが、目先の利害を優先する左近少将は浮舟が常陸介の実の娘でないこ
とを知ると早速常陸介の実の娘（浮舟の父違いの妹）の方に乗り換える始末である。当時の受領
の豊かな経済力を当てにして入り婿をする、左近少将と、経済力にものを言わせて政界に伝を求
める受領の姿が現実味を帯び、源氏物語では珍しくリアルにその生態が描かれている。中将の君
は浮舟の血統を重んじ、陸奥でも常陸でも土着民との接触を絶たせた生活をしていたと思われる
がやはり限界があったようである。このように破談にもなり落ち着く先の無い浮舟は都でもこれ
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から先、定着することができず都人とのなかを彷徨い歩くことになる。浮舟物語のなかではどの
ように浮舟の東国育ちが語られていくかを見ていく。
2．浮舟の教養
浮舟は上京当時は二十歳頃で大変かわいらしく成長したようだと弁の尼にも語られている。又
中君も浮舟が大君に似ているのは父親似であり、自分は母親似であると女房達が言っているとい
う描写があるが、そのことにより父親の血を多く引く、つまり王孫であることが強調されている
のであろう。
それでは当時の貴族の女子教育はどのようなものであったか。母の中将の君は浮舟に女性とし
ての嗜みを教育する事ができたであろうか。
まず当時上流貴族の子女の教養とは何かを、挙げる場合に一番多く引かれるのは『枕草子』「二
十段清涼殿の丑寅の隅の」段（枕草子 89）であろう。そこでまず習字、次に楽器、琴の御琴、
そして『古今集二十巻』をすべて暗誦すること、これは『大鏡』師尹伝（大鏡 131）にも記載
されているが、藤原師尹が娘の芳子を村上帝の後宮に上げるに当たって行った女子教育を物語っ
ている。『源氏物語』のなかでも手蹟の素晴らしい女性としては紫の上、六条御息所、朝顔の姫
君などは源氏より認められている。その他朧月夜の君の手は少し馴れ過ぎであり、又藤壺の宮は
弱々しいところがあると言われるが、末摘花にいたっては全く問題外のようである。しかし浮舟
はこの後手習いの君と読者より愛称を得るほど『源氏物語』でも突出して多くの歌を詠む女君に
なっていく。母親とのやりとりや薫、中君へ文を送っているがそれに関しての評価は特に物語の
なかではされていない。評価に値しないのであろうか。しかし難なく、そつなくこなすことはで
きたようだ。
硯ひき寄せて、手習などしたまふ。いとをかしげに書きすさび、絵などを見ど
ころ多く描きたまへれば、若き心地には、思ひも移りぬべし。「心よりほかに、
え見ざらむほどは、これを見たまへよ」とて、いとをかしげなる男女もろとも
に添い臥したる絵を描きたまひて、「常にかくてあらばや」などのたまふも涙
落ちぬ。
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長き世を頼めてもなほかなしきはただ明日知らぬ命なりけり 匂宮
いとかう思ふこそゆゆしけれ。心に身をもさらにえまかせず、よろづにたばか
らむほど、まことに死ぬべくなむおぼゆる。つらかりし御ありさまをなかなか
何に尋ね出でけむ」などのたまふ。女、濡らしたまへる筆をとりて、
心をばなげかざらまし命のみさだめなき世とおもはましかば 浮舟
（ 124 125）
ここでは浮舟は躊躇うことなく匂宮に自ら筆を執り返歌をしている。但し絵には共感しており
東国育ちの浮舟にとって興味のあるもののひとつであろう。かつて光源氏も絵の名手であったが、
その孫の匂宮も浮舟に涙を落させるほど、心を動かせる絵を描いたのであろう。宿木の巻二条院
にて匂宮に言い寄られて、気も動転した浮舟を自室へ呼び、絵を見せ慰めたのは中君であった。
国宝源氏物語絵巻 東屋一（徳川美術館蔵）では絵に見入る浮舟が描かれている。『更級日記』
の作者菅原孝標の娘は、東国では『源氏物語』が手に入らず京に戻るや、おばが「源氏の五十余
巻、ひつに入りながら、在中将、とほぎみ、せり河、しらら、あさうづなどいふ物語ども一ふく
ろとり入れて、得てかへるここちのうれしさぞいみじきや」（更級日記 302）と狂気して朝夕
几帳にうち臥して読みふけったことが描かれている。東国では手に入らない物語への熱望は浮舟
とて同様であろう。又境遇は同じ筑紫の田舎で育った玉鬘の姫君も蛍の巻きで絵や物語の世界に
夢中になり源氏に揶揄されている。しかしここからかの有名な物語論に入るのである。と、同時
に光源氏は娘の明石姫君には男女に関する物語、また継母による継子いじめを扱った物語は姫君
には見せないように養母の紫の上に伝えている。明石の姫君は将来の后がねとして純粋に何事に
も偏ることなく育てるのが源氏の教育方針であった。地方育ちの玉鬘や浮舟とは違う世界の女性
として扱われているのである。結局、浮舟は帚木の巻きで品定めされた女性たちの中の品にあた
るのである。
楽器も女子の大切な教養の一つである。大君は琵琶を中君は筝の琴を父親から伝授され、八の
宮自身は琴の琴を弾いている。しかし浮舟は楽器に手を触れることはなかった。後年（ 308）
小野の尼たちが月夜に和琴や琴を弾き、昔を偲んでいる場面があるが、「姫君、容貌はいときよ
らにものしたまふめれど、もはら、かかるあだわざなどしたまはず、埋れてなんものしたまふめ
る」（ 309）と古女房尼にあざ笑われている。薫も宇治へ連れ出した浮舟に故宮のことなど
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を聞かせるが、浮舟はただただ恥じ入っているので薫には物足りなく思われるのであった。薫が
始めて宇治の大君中君を垣間見したのは月明かりの下、琵琶と筝の琴を合奏する姉妹の姿であっ
た。それに引き換えて浮舟は楽器を扱う嗜みはない。
「あやまりてかうも心もとなきはいとよし。教えつつも見てん。田舎びたるざ
れ心もてつけて、品々しからず、はやりかならましかばしも形代不用ならまし」
と思ひなほしたまふ。ここにありける琴筝の琴召し出でて、かかること、はた、
ましてえせじかし、と口惜しければ、独り調べて、宮亡せたまひて後、ここに
てかかるものにいと久しう手触れざりつかしと、めづらしく我ながらおほえて、
いとなつかしくまさぐりつつながめたまふに、月さし出でぬ。宮の御琴の琴の
音のおどろおどろしくはあらで、いとをかしくあはれに弾きたまひしはや、と
思し出でて「むかし誰も誰もおはせし世にここに生ひ出でたまへらましかば、
いますこしあはれはまさりなまし。親王の御ありさまは、よその人だにあはれ
に恋しくこそ思ひ出でられたまへ。などて、さる所には年ごろ経たまひしぞ」
（ 91 92）
宇治の故宮邸にあった楽器類を取り寄せて浮舟に薫は話しかけるが、楽器は田舎育ちの浮舟は
身につけていないだろうと、独りで弾くのであった。そして浮舟に向かってあなたもこちらで皆
様とお暮らしで会ったらもう少しは心も深くお育ちであったろうと、残酷な言葉を吐くのである。
それに対して浮舟はますます恥ずかしく扇で顔を隠すのである。さらに「これはすこしほのめか
いたまひたりや。あはれ。わがつまといふ琴は、さりとも手ならしまたひけん」（ 93）
「これは少しは手をお触れになったことがありますか。『あはれ わがつま』という名の琴は
いくらなんでも馴染んでお弾きになったでしょう」と浮舟の楽器の素養がないことを見下してい
うのであるが、それに対して浮舟は「その大和言葉だに、つきなくならひにければ、ましてこれ
は」と答えるのである。東、和琴は日本古来の楽器で神楽笛とともにあったとされる。絃は六絃
で神楽歌、東遊、風俗、催馬楽等に用いられるが通常は日常の気軽な歌や管弦の遊びに用いられ
た。
和琴、（あづまこと、あづま、やまとごと）を吾妻に掛けた薫のことばに、その京風のことば
づかいも、ままなりませんと恥じ入って答える。薫は浮舟を妻として処遇したとは言い難いがこ
の点では浮舟の容貌は亡き大君の面影を彷彿させ、とりあえず「風流ぶって品がなく先走ってい
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るようなところがあったとしたら形代として役立たずというものだろうから」と考える。浮舟の
人格よりも代用品としての存在を第一とする薫が語られる。和琴については源氏も「異国のこと
を知らぬ女の為」にある、と称しているが、そういう点で女性の入門的な楽器であったのだろう。
せめて和琴は弾けるでしょうと薫が尋ねるが、浮舟はその和琴にも触れない。『源氏物語』では
かつての頭の中将が名手であり、その子柏木にも伝えられている。そして、実はその子である薫
も和琴を物語のなかでは笛とともに弾くのである。藤氏の家伝としての楽器の存在がある。一方
義父の常陸介は実の娘が琴や琵琶を弾くと涙を浮かべて喜ぶ様が描かれているので、このような
ことを少しはものの心を知る母、中将の君は見苦しいと思っていたのであった。しかし東国では
浮舟にはしっかりとした音楽の師を得ることができなかったのであろう。浮舟が楽器を手にする
ことはやはりない。当時の女子の嗜みのひとつは既に浮舟には欠落していることは明らかである。
3．浮舟の衣装
さて薫が始めて浮舟を目にするのは宿木の巻きである。賀茂祭が過ぎた頃、宇治の御堂の建築
状況視察に出かけた薫は宇治橋を渡って来る田舎じみた一行に行き当たる。荒々しい東男達が腰
に弓矢を負い大勢で橋を渡り、薫の居る邸に入って行く。見ていたところ女車もやはりこの邸に
到着した。誰だろうと思い尋ねさせるとひどい東国訛りの者が「前常陸介の姫君が長谷寺詣出を
して戻ったところです。」と答える。薫はその女車は浮舟だと知って供人に口固めをし、物の狭
間より浮舟の姿を垣間見る。
いと苦しげにややみて、ひさしく下りていざり入る。濃き袿に撫子とおぼしき
細長、若苗色の小袿着たり。
（ 477）
初めて薫の目に入る浮舟の装束は濃い紅色の袿に撫子襲の細長、撫子襲は表が紅梅、裏が青と
の説がある。若苗色は他に例が見られずはっきりとは確定できないが「うすあおのすこしすきた
る色なりけり」との説があるが、一定しないようである。しかしいずれも夏の料であり、薫が不
審に思っていないことから無難な衣装と言えよう。小袿、細長と重ねることは贅沢な衣装である。
母親が浮舟の装束に気を遣って都風におしゃれに着せていたのだろう。いずれにしても受領の贅
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沢さを表わしていると思われる。
又偶然に二条院で匂宮に見つかるところでは紫苑色のはなやかな袿に女郎花の織物と思われる
表着が重なって袖口からはみだしていると描写される。
紫苑色のはなやかなるに、女郎花の織物と見ゆる、重なりて袖口さし出でたり。
（ 54）
季節は八月、袖口からは一番上に女郎花の織物でその下に紫苑色が重ねられている。女郎花は
経青緯黄、裏は青と言う。紫苑色は秋の色で襲色目は表薄紫、裏青色である。この取り合わせは
織物を着ていて贅沢と言え、また紫苑色も季節に合ったものであろう。一応趣味は良いものとさ
れるか。しかし匂宮は新参の若女房かと思って近寄るのである。常に贅沢な衣装の親王の宮にと
っては、目新しいものではない。そして強引に浮舟に添い臥すところは浮舟の人格を無視した、
貴人としての奢った態度が伺える。
一方その後二条院での匂宮の無体な振る舞いを乳母から聞いた母親は慌てて浮舟を三条にある
小家に移す。浮舟の所在を聞いた薫は弁の尼を仲介にして三条の小家を訪ねるのである。薫にし
ては珍しく積極的な行動である。その東屋で薫は浮舟と契り、その翌朝宇治へと連れ出す。
「うちながめて寄り居たまへる袖の、重なりながら長やかに出でたるが、川霧
に濡れて、御衣の紅なるに、御直衣の花のおどろおどろしう移りたるをおとし
がけの高き所に見つけて、引き入れたまふ」
形見ぞと見るにつけては朝露のところせきまでぬるる袖かな 薫
（ 88）
九月の結婚は忌むべきことと当時は避けられていたにもかかわらず薫は浮舟に対してはそのよ
うな配慮をしていない。そして強引に宇治へと連れ出すのであるが、その道すがら浮舟よりも大
君を思い感慨に耽る。同車の弁の尼も「亡き大君のこのような姿を拝見したかった」と泣くので
あった。弁の尼さえ浮舟を大君の形代としてみている。そして、薫と浮舟の袖が車よりこぼれて、
川霧に濡れ、黒ずんで不吉な色に変わっているのを見るのであった。薫の紅の袿に直衣は花色、
それが宇治の朝霧に濡れてもっと黒っぽい気味の悪い色に変色している。後朝の歌とは程遠い薫
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の詠である。亡き大君の喪服を思い出し、思わず独詠する。浮舟は顔をふせたままであって返歌
はない。どのように薫の歌を聞いたのであろうか。
宇治に到着後、薫は京の母宮と女二宮に文を送り、宇治で浮舟と過ごす事になるが、薫は浮舟
の処遇を思案する。当代の帝の女二宮を正妻に迎えている薫にとって大げさに自邸に迎えるのも
外聞が悪い、かといって大勢の女房達と同様に扱うのも本意でない、浮舟は大君の形代であり、
宇治の堂に本尊としてあがめようと冗談にも思った薫である。又一方の浮舟も今後の自分の行き
先を不安に思うのであった。浮舟は都から陸奥国、常陸国、都の常陸介邸、二条院、三条の小家、
そして宇治へと自分の意思とは関わりなく彷徨い、移動することになる。そのような浮舟を薫は
自分の身分階級の目でしか見ていない。
うちとけたる御ありさま、いますこしをかしくて入りおはしたるも恥づかしけ
れど、もて隠すべくもあらでいたまへり。女の御装束など、色々によくと思ひ
てし重ねたれど、すこし田舎びたることもうちまじりてぞ。昔のいと萎えびた
りし御姿の、あてになまめかしかりしのみ思い出でられて
（ 90）
宇治の旧邸で改めて浮舟を見ると恥ずかしげにしているが、隠れるところもなく薫の目にさら
される。今日は昼間の光のなかでしみじみと浮舟を観察するが、浮舟の装束は色々と贅沢に重ね
てはいるが都人の薫からはすこし田舎っぽい色合いであると思われるのである。それにつけても
比較されるのは亡き大君の姿である。新しくはなくても柔らかく身体に馴染んだ衣装を優美に上
品に着こなしていたと思い出すのである。萎えばむとは糊が落ち柔らかく身体に馴染んだ衣装で
あるが、それを大君は貧相ではなく上品に着こなしていたと薫は思い出す。
一方、同じ萎えばむ衣装でも匂宮にとってはまた別の、より官能的な意味を持ってくる。その
後匂宮はかつて中君を頼って来た娘が薫に匿われて宇治に住んでいることを知る。好色な匂宮は
薫と偽って薫の留守の宇治を訪れ浮舟と契ることになる。真面目で悠長な薫と違い、情熱的で一
途な匂宮に浮舟は魅かれていく。薫は浮舟を隠し人、形代として扱い、匂宮は情熱を直情するが、
内心は女房階級の女としか見ていない。その階級の女でものめり込んでいくところに匂宮の性格
描写がある。匂宮にとっては同じく、珍しい中の品の娘なのであろう。しかし浮舟は薫に良心の
咎を感じながらも、まばゆいほど美しい匂宮に抗えず、二人の貴公子の間で苦悩し、自らを死へ
と追い込んで行くことになる。
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浮舟の巻きで最も美しい描写は、宇治川の対岸の家に匂宮が浮舟を連れ出す場面である。冬枯
れの白一色の世界、二人は隠れ家で愛の二日間を過ごす事になる。
日さし出でて軒の垂氷の光りあひたるに、人の御容貌もまさる心地す。宮もと
ころせき道のほどに、軽らかなるべきほどの御衣どもなり、女も、脱ぎすべさ
せたまひてしかば、細やかなる姿つきいとをかしげなり。ひきつくろふことも
なくうちとけたるさまを、いと恥づかしく、まばゆきまできよらなる人にさし
向かひたるよ、と思へど、紛れむ方もなし。なつかしきほどなる白きかぎりを
五つばかり、袖口裾のほどまでなまめかしく、色々にあまた重ねたらんよりも
をかしう着なしたり。常に見たまふ人とても、かくまでうちとけたる姿などは
見ならひたまはぬを、かかるさえぞなほめづらかにをかしう思されける。
（ 144）
暁の薄光のなかで二人は舟に慌しく乗り、家司の用意した隠れ家と渡る。白一色の世界に浮舟
も白一色を着た姿で匂宮にさし向かっている。朝日が射し込み、軒のつららが光るなかで浮舟の
白い下着姿は匂宮の視線を通して語られる。普段慣れ親しんでいる中君でさえこのように打ち解
けた姿は見たこともない、重ねた衣装よりもなつかしくをかしく、匂宮はゆっくりと浮舟の下着
姿を見ているところに見る側の戯れがある。そして慌しい出立のため衣装も揃えず隠れ家に来た
ためであろう。翌日浮舟は「濃き衣に紅梅の織物など、あはひをかしく着替えて居たまへり。」（
146）濃い紅色の袿に経紅、緯紫または白の織物の表着を重ねて昨日とは変わって着替えた。女
房の侍従も裳をつけて朝の洗面の支度をしていたが、匂宮は浮舟にその裳を着けさせ洗面の世話
をさせるのであった。「姫宮にこれを奉りたらば、いみじきものにしたまひてむかし。いとやむ
ごとなき際の人多かれど、かばかりのさましたるは難くや、と見たまふ。」（ 146）匂宮は浮
舟に戯れに裳をつけさせ女房装束にして自身の洗面の世話をさせるのであった。そして自分の姉
宮である女一宮に女房として差し上げたら大切な女房になさるであろう。家柄の良い女房のなか
でもこれほどの器量の人はそういないだろうから、と浮舟を女房階級の女とみているのである。
匂宮は女一宮の女房のなかには幾人もの情人を持ち、浮舟もその階級の女との認識しかない。匂
宮にとって浮舟の素性はほぼ分かってきているとはいえ、やはり受領の後妻の連れ子でしかない
のであり、匂宮の妻の一人としては扱われない。母違いの姉中君とは大きな差があるのである。
以上在俗時の浮舟の衣装について述べて来た。経済的には豊かな受領の後妻としての母親好み
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の衣装を身にまとい、物語に登場した東国の姫君であったが、衣装の豪華さはあったものの、洗
練された都の貴公子薫からは少し田舎くさい装束と思われている。また大君の萎えた衣装をゆっ
たりと優美に着こなしていた姿と比較されるのである。一方、匂宮にとっては萎えた着慣れた衣
装は官能美を表わすものとなっている。この後、物語は進んで、二人の貴公子の間で苦慮した浮
舟は自ら死を決意し失踪する。しかし宇治の廃院で正体不明のところを横川の僧都一行に見出さ
れ、妹尼の介護のもと、正気を取り戻していく。しかし自らの過去を語ることはなかった。その
ような浮舟でも妹尼はいずれの姫君か又自分の亡くした娘の再来かと思い一心に世話をするので
あった。
姫君は、我は我、と思ひ出づる方多くて、ながめ出だしなまへるさまいとうつ
くし。白き単衣の、いと情なくあざやぎたるに、袴も檜皮色にならひたるにや、
光も見えず黒きを着せたてまつりたれば、かかることども、見しには変わりて
あやしうもあるかな、と思ひつつ、こはごはしういららぎたるものども着たま
へるしも、いとをかしき姿なり。
（ 295）
薄鈍色の綾、中には萓草など澄みたる色を着て、いとささやかに、様体をかし
く、いまめきたる容貌に、髪は五重の扇を広げたるやうにこちたき末つなり。
（ 338）
小野の妹尼邸で浮舟はかつてないほどの粗末な衣装を身にまとう。白い単の実際何の風情のな
いごつごつしたものに袴もこうしたところでは普通になっているであろうつやもなく黒ずんだも
のを身にまとう。今までとは違って粗末な衣装を着る浮舟であるがその姿が美しいと表現されて
いる。また横川の僧都により出家の願いが叶えられた後は尼姿にやつすのである。しかしその姿
は又いまめきたる容貌と語られている。浮舟は衣装を替えることにより境遇が変わって来た。在
俗時には着せ替え人形のように他人の意思により衣装選びがされていた。しかし自らの意思で出
家し尼姿になってからは初めて自らの衣装を身につけたことになる。年が変わり、亡くなったと
思われている浮舟の一周忌供養の為の衣装を仕立てるように小野の尼君たちのところに依頼が来
るのである。
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紅に桜の織物の袿重ねて、「御前には、かかるをこそ奉らすべけれ。あさまし
きき墨染なりや」と言ふ人あり。
あまごろもかはれる身にやありし世のかたみに袖をかけてしのばん 浮舟
と書きて、いとほしく、亡くなりなん後に、ものの隠れなき世なりければ、聞
きあはせなどして、うとましきまで隠しけるとや思はんなど、さまざま思ひつ
つ、「過ぎにし方のことは、絶えて忘れはべりにしを、かやうなることを思し
いそぐにつけてこそ、ほのかにあはれなれ」とおほどかにのたまふ。
（ 348 349）
尼たちは美しい紅の単に桜襲の織物を広げ仕立てにかかる。墨染めの尼たちの眼前にはっとす
るほど美しい色彩の世界が広がった。このような美しい取り合わせの衣装は本来あなたのような
若い女性の装束なのに、今は墨染めの尼衣をお召しになっているとは、と尼たちは嘆息するので
ある。さすが浮舟は仕立てものに手を出すことはできずに、薫の気持ちを思い出し、又自分の素
性が知れる事をおそれる。「尼衣になってしまったこの身には華やかな衣装をうちかけて昔を偲
ぶ事があろうか」と、浮舟は独唱する。この歌は浮舟の最後の歌となる。現在身に着ける衣装は
華やかな衣装ではなく墨染めの尼衣である。今まで着せ替え人形のように美しい女の衣装を身に
まっとっていた浮舟は人形であった。母や乳母の庇護の元に育ち、都では薫の大君の代用として
扱われ、又匂宮からも女房階級の女としか見られなかった、浮舟はそのたびに衣装を替えてきた。
しかしこの最後の歌が表わすように、浮舟は現在自分で選んだ出家者としての道を歩もうとして
いる。若い女主人公にとってこれから長い人生、果たして出家生活を貫徹することはできるので
あろうか、自身の歌でも、それはおぼつかない表現にはなっているが、それでも現在確かに自身
の身に着けるのは尼衣であると、おっとりと答えている。人形から身へと、たしかに浮舟は粗末
な墨染めの衣に身を添えたのである。それは自身で確認し、選んだものである。
4．さらに浮舟の処遇をめぐって
既に述べたように東国育ちの浮舟は都人から見れば遠い鄙で育ち、音楽の嗜みも教養もなく、
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身に着ける衣装は受領の義父の経済力の反映か、豪華なものであるが都の貴人薫から見ると少し
田舎じみていると思われている。上流貴族社会からははみ出しながらも地方では国守として財を
なした常陸介一家の現実的な生活の中で浮舟の血統性は弾き出されていく。浮舟にとって唯一の
帰納するところは母親の中将の君であった。
中将の君という召人を母にもち父親に認知されない娘を母親は恐らく大変な思いで育てたであ
ろう。中将の君自身は八の宮の北の方の姪に当たる。北の方は大臣家の出身である。中将の君も
その召名が示すように父親か兄弟が中将の位にあったと推測される。しかし生きていくためには
位を下げて受領の後妻となったのであろう。かつて蓬生の巻きで末摘花の母の妹が受領の妻とな
り西国へ下る際、執拗に末摘花の同行を迫ったが、姉が宮家の室であったのに対して自分は受領
の妻という劣等感から現在の零落した常陸宮家に報復の為末摘花を自分の娘達の侍女にしようと
たくらんだのである。このように中将の君も八の宮の北の方とは、おば、姪の間であっても宮家
の室と受領の後妻とでは身分に大きな差があるのである。八の宮より受けた処遇を中将の君は浮
舟には負わせたくないと左近少将を婿に決めることになる。しかしそれも介の実の娘でないこと
が分かると、破談となり、浮舟を二条院の中君の元に預ける。薫よりの申し出もかつての自分の
経験に基づいて、二心なき夫が長年連れ添うのには最も望まれることだと、語る。しかし二条院
で中将の君は中君の夫匂宮の貴人としての立派さに圧倒され、同じ父親を持つ浮舟とてそのよう
な機会もあるのではないかと思うようになる。そして更に薫を見た中将の君は上流貴族の世界へ
自分の娘も加わることが可能である事を考えるようになる。薫が中君のもとで浮舟について話題
にする時、母の中将の君は薫の貴公子としての素晴らしさに目を奪われ、一年に一度の逢瀬でも
このような立派な貴公子に我が娘を逢わせたいと思うのであった。
天の川を渡りてもかかる彦星の光をこそ待ちつけさめ、我が娘は、なのめなむ
は人に見せむは惜しげなる様を、夷めきたる人をのみ見ならひて、少将をおか
しきものに思ひけるを、悔しきまで思ひなりにけり。
（ 48）
中将の君の身分意識のゆれがこの物語に現実味を帯びて描かれている。それは丁度作者が当時
の権力の最高位にいた藤原道長邸で目にした全ての光景と、それに比べて現在の自分の地位がい
かほどのものか痛いほど意識した箇所と重なっているのである。作者自体、受領の家の出身であ
る。実際父親とは越前まで下ったことがあった。作者の周りで一番近い位に属する貴族を物語の
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なかでは成金、悪趣味の常陸介として諧謔的に描いている。当時、陸奥、常陸を国守として治め
ることにより財をなすことができたと言われている。東国の地の持つ豊かなイメージと催馬楽「東
屋」にみられるようなおおらかな男女の掛け合いの歌などが浮舟という女性のイメージに重なっ
ていることは明らかである。常陸の国の豊かさと伝承性については更に後で述べることにする。
一方、中君は前述したように薫の大君を偲ぶ気持ちは理解できるもののその形代になることは
できない。かつて大君がそのような意向を示していたが薫は匂宮を中君と娶わせ、自分は大君と
結ばれることを望んだ。しかし大君は薫との結婚を拒否し、自分を思ってくれるのなら妹の中君
と結ばれて欲しいと伝える。しかしあくまでも大君を固執する薫は匂宮を中君と娶あわせるので
あった。複雑に絡み合った人間の相関関係のなかで薫は大君を失い、今中君を求めている。中君
は又同様にゆかりの形代としての浮舟について薫に話し出すのである。悪意はないとしても大君
の形代としての中君は、今度は浮舟という女性に自己の代わりとしてすべらしていく。中君は現
実的に思考する人である。現在の自己の状況を判断し、諦めに近い状況でも受け入れて行く。そ
の為には物質面での援助をしてくれる薫を手放す事はできない。薫を引き止めるために話題とし
てもちだすのは亡き父が認知しなかった母違いの妹浮舟である。中君は浮舟の容貌、人柄などが
薫にとって遜色ないかを無意識に観察する。そして中君は二条院の中君の元を訪れ亡き大君を偲
ぶ薫にそれとなく浮舟と母が現在当二条院に滞在している事を告げる。中君はここで一応のヒロ
インとしての立場を浮舟に譲った事になる。当代の第三皇子の最初の子を出産する中君はそれな
りに地位を獲得して行くであろう。零落した宮家の姫君としての物語は終焉を向かえ更に劣り腹
の娘を据える事により、作者は更に過酷な運命の女主人公の動向を我々に提示する。
見し人のかたしろならば身にそへて恋しき瀬々のなでものにせむ 薫
（ 47）
大君のゆかりというのでしたら代わりにおいて、恋しいおりおり撫で物にいたしましょう。と
詠う。撫で物とは禊の時に祓えとして川にながすひとがたである。中将の君は物陰でこの薫の歌
を聞いていたであろうに、薫の上流貴人の姿に圧倒されてしまい、全ては中君に任せて二条院を
退出することになる。
浮舟に付きまとう形代、撫で物という負性は本人の意思とは関係なく次から次へとさらに付着
の度合いを増していくのである。川に流すことが後年宇治川辺りを失踪する浮舟を暗示している。
その後匂宮からの接近を危ぶんだ中将の君はとりあえず三条の小家に浮舟を移す。そこへ薫が
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訪れる事になる。折りしも、九月軒先で待つ薫の袖は雨の雫に濡れそぼる。有名な国宝『源氏物
語絵巻』東屋二（徳川美術館蔵）の場面、外では東国人の物々しい気配がする。
「家の辰巳の隅のくづれいと危し。この、人の御車入るべくは、引き入れて御
門鎖してよ。かかる、人の供人こそ、心はうててあれ」など言ひあへるも、む
くむくしく聞きならはぬ心地したまふ。「佐野のわたりに家もあらなくに」な
ど口ずさびて、里びたる簀子の端つ方にいたまへり。
さしとむるむぐらやしげき東屋のあまりほどふる雨そそぎかなとうち払ひたま
へる追風、いとかたはなるまで東国の里人も驚きぬべし。
（ 84）
東国育ちの浮舟の住む辺りを東屋と表現したのであろう。東屋とは粗末な家屋のことであり、
またここで薫が歌う歌は催馬楽の「東屋」を引いたものである。それは男女問答歌であり。婚歌
である。
東屋の 真屋のあまりの その雨そそき 我たち濡れぬ 殿戸開かせ
かすがひも 戸ざしもあらばこそ その殿戸 され鎖さめ おし開いて来ませ
我や人妻
東国育ちの浮舟に催馬楽にちなんだ「東屋」の歌語を使い、浮舟に歌いかけた。「東屋」は男
女の求婚歌であるから、薫の浮舟への求婚の意思は通じたとは思うが、女方からの歌が「おし開
いて来ませ、我や人妻」という歌の内容に浮舟の人妻としての状況が重なってくる事になる。
5．浮舟の東国への回帰
浮舟が京の都に住んでいた期間は短い。最も義父が陸奥国守、常陸国介になる以前はどの位の
期間都にいたのかは想像するに数年であろう。陸奥国守の任期は通常六年、常陸介としての在任
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期間は四年であるから、概ね十年は都を離れていたことになる。上京した折は二十歳頃となって
いるので十歳くらいまでは都に居た可能性はあるが、それとても召人を母とする浮舟の子供時代
は書かれていない。上京して後、都から宇治へと彷徨い、最終的には比叡山の麓、小野の里で出
家する。浮舟の東国育ちをその教養の低さ、自我の発露のなさなど、田舎育ちとして、負性とし
て見てきたが、浮舟自身はどうであったか。なるほど都の貴公子、薫、匂宮、また中君と対面す
ればうつむいて恥ずかしげにしているだけであった。又、匂宮の直接的な愛情表現には自ら耽溺
していき、『源氏物語』では珍しく性愛的な描写があるのも浮舟物語である。このように浮舟と
言う東国育ちの女性にどのような東国独特の風土や慣習が付着していたか。それは楽器が扱えず、
自我をもたず、衣装も田舎じみており、都人からは鄙を想起させるばかりであった。しかし出家
後浮舟は手習の巻きで自ら半生を回顧し東国をなつかしく思い出している。
昔の山里よりは水の音もなごやかなり。造りざまゆえある所の、木立おもしろ
く前栽などもをかしく、ゆえを尽くしたり。秋になりゆけば、空のけしきもあ
われなるを、門田の稲刈るとて、所につけたるものまねびしつつ、若き女ども
は歌うたひ興じあへり。引板ひき鳴らす音のをかしく、見し東国路のことなど
も思ひ出でられて。
（ 289）
『源氏物語』での山里は宇治と小野があるが、浮舟は宇治は勿論最終的に小野の里で出家し、
尼として生きていく。「若き人のかかる山里に、今は、と思ひ絶え籠もるは、難きわざなりけれ
ば」（ 291）と山里に若い人が住むのは困難なところであると語られてはいるものの浮舟に
はなつかしい東国の世界として回想されている。それは母とともに下った陸奥であり、常陸の国
の景色と同様に自然の中での癒しであった。遥か遠くの世界に埋もれて、数ならぬ身であり、野
蛮な東国の田舎娘に育ったとはいえ現在の浮舟は東国を懐古している。
負荷としてみてきた東国のイメージを再度常陸国の当時の状況、又『万葉集』などから古代の
東国を再考し、そこには都人が鄙と蔑みながらも異界としての一種独特のイメージを持っていた
のではないか。東国、特に常陸国、陸奥国は当時は大国と称され、産業は豊かで山野が広がり、
牧歌的でおおらかな世界と見なされていたのである。
これより『万葉集』の東歌、『常陸風土記』、又鹿島神宮縁起などによりもう一度都人から見た
東国のイメージを掘り起こしてみる。果たして本当に作者は東国のイメージを『源氏物語』最後
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の女主人公浮舟に負性として負わせたのであろうか
6．東（あづま）
『源氏物語』にあづまとして記述される箇所は5例ほど見られる。
「天下にいみじきことと思したしりかど、東国にてかかる薫物の香は、え合はせ出でたまはざ
りきかし。」（ 478）浮舟の老女房が薫について言うが、この場合あづまは常陸をさす。「若
うより、さる東国の方遥かなる世界に埋もれて年経ければにや、声などほとほとうちゆがみぬべ
く、ものうち言ふすこしたみたるやうにて、」（ 13）「あづまにて養はれたる人の子は舌たみ
てこそ物は言ふけれ」（拾遺集 1845）を引く。東国育ちは言葉も訛って発音すると言われてい
る。又「うち払ひ給へる追風いとかたはなるまで、あづまの里人もおどろきぬべし」三条の小家、
薫の追風の素晴らしさに浮舟および浮舟つきの人々も驚くだろう。その他に「あづまの人となり
て」（ 170）薫と匂宮との間で悩む浮舟に右近が自分の姉の話をする。姉は舘をおいだされ
て東の里人になってしまったのである。さらに「親と聞こえけむ人の御容貌をも見奉らず、遥か
なるあづまをかへるがへる年月をゆきて」（ 319）宇治廃院で救われてから、小野の山荘で
の浮舟の回想、などから、『源氏物語』のなかで引かれる東、東国、あづまとは都から遥か遠く
離れたところ、しかもそこで暮らすことは埋もれることであり、ことば舌たみて、京とは違う訛
りのある言葉遣いで、荒々しく、田舎じみている。又東では手にはいらないような素晴らしい薫
物に都の雅びさは比べようもないほど素晴らしいと語られている。また男女の葛藤に悩んだ人た
ちの事件なども女房の口から語られている。しかし都人からは東国は鄙であるが、歌語から浮か
ぶイメージとしての異界、異郷であると同時にひとくくりでは出来ない多種多様な文化圏を形成
している思いがあると言える。常陸とは『常陸国風土記』（小学館 日本書紀 風土記）による
と常陸の国（茨城県北部東部）の司の報告書、古老が口伝えにしている古い伝承を申す事として
八国をさしている。
国郡の旧事を問ふに、古老の答へて曰く、古は、相模の国足柄の岳坂より以東
の諸の県は、惣べて我姫の国と称ひき。是の当時、常陸と言はず。唯、新治、
筑波、茨城、那賀、久慈、多珂の国と称ひて、各造、別を遣りて検校らしめき。
その後、難波の長柄の豊前の大宮に臨軒しめしし天皇の世に至りて、高向の臣。
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中（臣）の幡織田の連等を遣はして、坂より巳東の国を惣領めしめたまひき。
時に、我姫の道、分けて八つの国と為し、常陸の国はその一つに居えたまふ。
東をあづまと訓じている。『万葉集』巻き14の東歌には」『常陸風土記』の八国の他に遠江、
駿河、信濃があり、『古今集』巻き20の東歌には甲斐、伊勢が入り、これらによれば、東海道、
東山道の行政区とは関係なく歌語としてのあづま路とほとんど同義語として扱われている。した
がって、あづまとは上野国吾妻郡を本拠とし、次第に拡張されて関東地方ならびに陸奥一帯の総
名となったと解せられる。『延喜式民部式』でその国名と規模、庸調の調達の日数については記
されている。それによると陸奥国、常陸国は大国、常陸国は上京に30日、下りに15日と又陸奥
国は上京に50日、下りに25日を要したらしい。しかし実際はより多くの時間を要した。『更級日
記』の作者は上京に3ヶ月かかっている。それにしても陸奥も常陸も大国であり、豊かな物資に
恵まれていた。田積は常陸国が第2位、陸奥国が1位であり、稲の収穫の多さが全国で1、2位を
争っている。また当時の常陸国貢納物としては絹糸、絹織物、麻、麻織物、鹿、牛等の皮革製品、
干物、海藻などの海産物、紫草、紅花、茜などの染料、25種の香木、薬草類、さらに筆、紙、
蓆、瓢、酒樽、などの工芸品、乳製品、米、馬、鹿角など多種多様であった。物語の常陸介は陸
奥守を歴任し相当な財を成している。婿の左近少将の為に売位で大臣の位も買う事ができると豪
語している。常陸介は都の政治的状況には疎くもあるが、抜け目なく権勢家に追従して取り入り
常陸、陸奥の受領の地位を得て財を築いたのであろう。国司の中で地方に赴任する長である受領
は中央政府に収めるべきものを収めても、国では農地経営も許されていて様々な収益を上げるこ
とができた。常陸、陸奥は大国であり、土地は広大で良馬も多く、又陸奥は金の産地でもあった。
かつて明石入道も播磨国守になりそのまま居ついてしまった存在として語られているがその財力
は相当なもので明石の御方を経済的に後見するだけの財力のみならず、源氏が帰京するおりには
大変な物品を持たせている。その財を築くためにはかなりの阿漕なこともあったと推定されてい
るが、この常陸介のように克明に成金主義としての受領の姿は描かれなかった。それは出家者で
あると同時に明石の御方が物語上、明石中宮を産み、『源氏物語』を支えて行く存在であるから
である。と同時に明石の御方の身の程については必要以上に用心深く語られている。それは源氏
の娘として中宮になる明石姫君に瑕をつけないための必死の努力であった。しかしこの東屋では
母親の中将の君の配慮はその明石の御方の努力に比べれば微塵ほどもないのである。そのように
『源氏物語』では珍しく当時の受領の生態が描かれている。こうしたきらきらしい物質主義の義
父のもとで浮舟は成長したのである。しかし浮舟にとっての義父との交渉は描かれていない。む
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しろ、常陸介が実の娘と浮舟との接し方の違いを中将の君になじるところが描写されているので、
義理の娘にはあまり関心を示していない。紅梅の巻き、按察大納言が宮の御方に興味を示すのと
は全く違って描かれている。それほどに浮舟は雅の世界への憧れを喚起させる娘ではなかったの
であろう。
作者紫式部も当然受領階級に属する。常陸国の情報は式部の母の父藤原為信の経歴と関連があ
ると言われている。為信は「従四位下、常陸介、右馬守、右近少将」と『尊卑分脈』にある。当
時の受領階級の娘同士の、つてや消息文で情報交換をしていたのであろう。式部自身は西国には
赴いたこともないし、明石須磨も当然ない。歌語としての世界、又周辺に居た受領階級層の情報
により、物語の背景としたのであろう。
7．筑波山の歌垣
その常陸国はまた筑波山の歌垣の風習でも古来から有名なところである。筑波山麓で春秋に男
女が歌を掛け合い、自由に愛情表現をしたところであり、牧歌的、古代的なイメージを都人は当
然持っていた。「筑波山を分け見まほしき御心はありながら、端山の繁りまであながちに思ひら
むも」（ 11）と東屋の巻きで書き出される筑波山は枕詞、「筑波山端山繁山しげけれど思ひ
入るにはさはらざりけり」（重之集）を引いている。『万葉集』のなかでも筑波山を詠ったうたは
10首あるがすべて相聞、愛の歌である。関東平野に聳える筑波山は2つの峰がありイザナギノミ
コトを祀る男体山とイザナミノミコトを祀る女体山とに分かれ、僅かに女体山のほうが高い。女
体山に登ると関東平野遥か眼下に見渡され、関東平野の雄大さを改めて思い知る。現在山麓に流
れる恋瀬川、男女川（みなのがわ）と言う名もゆかしい。当時の常陸国府の置かれた石岡市で筑
波山を臨むと意外と女体山が目に入る。国衙の役人達はこの女体山を見、更にその奥の男体山を
拝したのであろう。『万葉集』に高橋虫麻呂が筑波山に登った時の歌を3首残している。藤原宇
合が常陸守であったころ虫麻呂は検税使として都よりやって来た大伴卿と暑さのなか汗をかきか
き登っている。
衣手 常陸の国の 二並ぶ 筑波の山を 見まく欲り 君来ませりと 暑けく
に 汗かきなけ 木の根取り うそぶき登り 峰の上を 君に見すれば 男神
も 許したまひ 女神も ちはひたまひて 時となく 雲居雨降る 筑波嶺を
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さやに 照らして いふかりし 国のまほらを つばらかに しめしたまへば
嬉しみと 紐の緒解きて 家のごと 解けてそ遊ぶ うちなびく 春見ましゆ
は 夏草の 繁さはあれど 今日の楽しさ
（万葉集 1753）
今日の日にいかにかしかむ筑波嶺に昔の人の来けむその日
（万葉集 1754）
都人にも知られている筑波の山を汗をかきかき登ると筑波の男神も特にお許しになり、女神も
御護りくださって筑波の嶺を鮮明に照らして、美しくおしめしになった。嬉しさに衣の紐を解い
て我が家にいるようにくつろいで、遊ぶ。今日のたのしさよ。
鷲の住む 筑波の山の 裳羽服津の その津の上に 率ひて 娘子 壮士の
行き集ひ かがふ歌に 人妻に 我の交はらむ 我が妻に 人も言問へ こ
の山をうしはく神の 昔より 禁めぬ行事ぞ 今日のみは めぐしもな見そ
事も咎むな
（万葉集 1759）
男神に雲立ち登りしぐれ降り濡れ通るとも我帰らめや
（万葉集 1760）
鷲の住む筑波山の裳羽服津のその津の辺りに誘い合って男女が集まり、歌をか
けあって遊ぶ歌で他人の妻と私も交わろう。私の妻に人も言い寄るがよい。
この山を領地する神が昔から禁じていない行事だ。今日だけはいとしい妻も見
るな、私のする事も咎めるな
なんと大胆な歌であろうか。かつてこの地には歌（かがい）、歌垣という春秋二回集まった
男女が歌を掛け合って行う性の解放祝祭があった。おおらかな牧歌的なイメージであるがこれも
田や畑の収穫を祈った農耕祭事の一つであろう。浮舟がおおどかにと表現されるように非常にお
っとりとはしているが、開放的で自由な男女の掛け合いの磁場で育ったことは浮舟の造型に大き
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く投影されている。男女の揉め事の為に舘を追われた東国の女の話、又人妻でもこの日ばかり自
由恋愛が許された常陸国の風土は催馬楽「東屋」の「押し開いて来ませ われや人妻」に通じる
ものがある。浮舟が薫と匂宮との間で苦しんだこと、匂宮との官能的な描写などはこの常陸国、
筑波山麓での歌垣の下地が大きく投影している。その他『万葉集』で筑波山を詠った歌をあげる
と下記のようになる。
筑波嶺の嶺ろの霞い過ぎかてに息づく君を率寝てやらさね
（万葉集 3388）
妹が門いや遠そきぬ筑波山隠れぬほとに袖は振りてな
（万葉集 3389）
筑波嶺にかか鳴く鷲の音のみをか泣き渡りなむ逢ふとはなしに
（万葉集 3390）
筑波嶺にそがひに見ゆる葦穂山悪しかる咎もさね見えなくに
（万葉集 3391）
筑波嶺の岩もとどろに落つる水世にもたゆらに我が思はなくに
（万葉集 3392）
筑波嶺のをてもこのもに守部すえ母い守れども魂そ合ひにける
（万葉集 3393）
さ衣の小筑波嶺ろの山の崎忘ら来ばこそ汝を掛けなはめ
（万葉集 3394）
小筑波の嶺ろに月立し間夜はさはだなりぬをまた寝てむかも
（万葉集 3395）
小筑波の繁き木の間よ立つ鳥の目ゆか汝を見むさ寝ざらなくに
（万葉集 3396）
常陸なる浪逆の海の玉藻こそ引けば絶えすれあどか絶えせむ
（万葉集 3397）
右の十首は常陸国の歌
何れも相聞歌である。東国方言の歌ばかりであるがなんとも素朴で味わいがありかつ率直であ
るか。関東平野には富士山があるが風土記によると神祖の尊が多くの神々の所をご巡行になって
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駿河の福慈の岳に宿を依頼したが物忌で断られたので、今度は筑波の岳で宿を頼んだところ歓待
された。それにより神祖の尊は「富士山は冬の夏の雪がふり霜がおいて、寒さつづき岳に食物を
供えるものはいないだろう」と呪われた。しかし筑波岳は人々が行き集まって歌い舞い飲み食う
ことが今に至るまで絶えないのである。という伝承がある。足柄の坂から東にある諸国の男も女
も、春の花の開く時、秋の葉の色づく頃には、手を取り合い連なって、飲食物を持って、馬に乗
ったり、歩いたりして登り、楽しみ憩うのである。
筑波嶺に 逢はむと 言ひし子は 誰が言聞けばか 嶺逢はずけむ
筑波嶺に 盧りて 妻なしに 我が寝む夜ろは はやも明けぬかも
詠経る歌甚多にして、載筆するに勝へず。俗の諺に云へらく、筑波峰に会に娉
の財を得ざれば 児女と為すといへり。
（常陸国風土記）
歌垣の夜に筑波嶺で逢いましょうと言ったあの子は、だれのことばを聞いたか
ら、嶺で逢ってくれなかったのであろうか。
筑波嶺にいおりを結んで、歌垣の夜だというのに、共に寝る恋人もなくひとり
寝する夜は、いっそ早く明けてまってくれないかなあ。
歌垣の夜に恋人が出来ずに悲しむ男の歌であるが、何故かユーモラスな感もする。これらは独
詠であると同時に、酒宴の時に囃し声とともに歌われ、集団舞踏を伴ったと思われる。歌垣で贈
り物をもらわないと一人前の男、女と見なされなかったと言われている。浮舟の周辺に居る女房
達、又降魔（がま）の相で浮舟を匂宮から守った乳母、そして東国の武士集団など、下衆下衆し
いとは表現されながらも素朴で愉快な人々が登場するのも特異である。作者の時代、既に武士の
活躍は身辺にあったが、東国は武士と特に関わりが強い。常陸国は東北蝦夷支配の為に重要視さ
れて所でもあった。平将門を討った平貞盛や藤原秀郷なども土着して勢力を広げた。武者として
都でも名を上げた人物もおり、この常陸介も弓をなむいとよくひきける（ 13）と言われる
ように、琴笛よりは武者に近い存在である。東国での武士の活躍は万葉時代の防人を初めとして
武力でもその名を示していた。都人にとってはその力で警護させたり奉仕させたりしていたので
ある。
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8．鹿島立ち
霰ふり 鹿島の神を祈りつつ 皇御軍に 我は来にしを
（万葉集 4370）
防人として遠く九州へ旅たつ常陸人の歌である。当時は東国から九州警護の為に徴兵されたが、
東国人が多かった。それは古来より東国人が武力に優れ、また東国に鎮座する神が武力と知恵で
国譲り神話に貢献したことに起因するとも考えられる。上記の歌は防人として出立する日に常陸
の鹿島神宮に参拝して詠んだ歌である。防人が遠くへ旅立つことを鹿島立ちと行った。ここで鹿
島神宮について調べていくうちに興味ある事柄に出会った。
鹿島神宮の祭神は武甕槌神（タケミカヅチノカミ）である。日本書紀では武甕槌神と、古事記
では建御雷神と表記される。天孫降臨に際して出雲の伊那佐の浜に降りて大国主神に国譲りを迫
った神である。又国譲りの時に国土を平定して横刀を高倉下のもとに降ろし神武天皇を助けてい
る。建は紀にあるように、勇猛な様を示し御は厳の意で雷の字義と合わせて一般に勇猛な雷の男
神としてとらえられている。一方別名で刀剣の神格化と見る向きもあり、これは鹿島神宮のご神
体が 霊剣（ふつのみたまのつるぎ）で全長271センチの直刀であったころからも窺える。又鹿
島神宮の神官は中臣氏の祭神ということからこれら神話の伝承には中臣氏が関わっていることも
分かる。
「恐し、仕え奉らむ。然れども此の道には、僕が子、建御雷神を遣はすべし」
とまをして 乃貢進りき。爾に天鳥船神を建御雷神に副へて遣はしたまひき。
是を以ちて此の二はしらの神、出雲国の伊那佐の小浜に降り到りて、十掬剣を
抜きて逆に浪の穂に刺し立て、其の剣の前に趺み坐して、其の大国主神に問ひ
て、
（古事記 祝詞121）
「己が夢に、天照大神、高木神、二柱の神の命以ちて、建御雷神を召びて詔り
たまひけらく『葦原中国はいたくさやぎてありなり。我が御子等不平み坐す良
志。其の葦原中国は専ら汝が言向けし国なり。故、汝建御雷神降るべし。』と
のたまひき。爾に答へ曰ししく、『僕は降らずとも、専ら其の国を平けし横刀
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有れば、是の刀を降すべし。
（古事記 祝詞 153）
武甕槌神、または建御雷神は日本神話において国譲りの際に大国主神と交渉し断行している。
又神武天皇の熊野平定にも大刀を降らし貢献している。その神を祭るのが鹿島神宮であり、出雲
大社である。すなわち天孫降臨に大きく寄与したのが関東の地、常陸であった。従って武力と交
渉力で国家統一の一任を担った神が鹿島に鎮座したのは二千年以上前のことであった。そして崇
神天皇の御代に中臣神聞勝命が奉幣して鹿島に居住したのが鹿島の中臣氏のはじめであると鹿島
神宮元宮司の書に記されている。鹿島神宮の祭神は武甕槌神、建御雷神である。香取神宮の祭神
は経津主命である。実は日本書紀では出雲派遣の際、主神は経津主命となっている。従ってどち
らが主神かまたは同一の神かとも考えられるが、いずれにしても関東の地で鹿島神宮と香取神宮
が僅か数キロしか離れない位置に鎮座している事実は着目に値する。葦原中国を平定し、神武天
皇の熊野平定を刀を持って補佐したのが鹿島神宮の主神なのである。『延喜式』神名帳には天地
地祇全て三千一百卅二座のうち神宮号を持つ神社は、伊勢神宮をのぞいては鹿島と香取の二社以
外にない。
但し現代では熱田神宮、明治神宮、橿原神宮、宮崎神宮、鵜戸神宮、気比神宮、平安神宮、白
峯神宮、吉野神宮、石上神宮、近江神宮、赤間神宮、宇佐神宮、鹿児島神宮、霧島神宮、北海道
神宮、水無瀬神宮と十数社が神宮号を持っている。
さて、この白鳳、奈良、平安時代は宮中からの奉幣があった。其の位格式を誇った鹿島神宮参
拝は関東に住む我々には日常のことであるが、筆者は鹿島神宮の神境に鎌足神社が存在している
ことを知り、興味をそそられた。そこは藤原鎌足の生誕の地と言われているそうだ。その地は当
時は海（霞ヶ浦の北浦）に面していたらしい。藤原鎌足の幼名は中臣鎌子であった。中臣とは神
と人との中をとりもつという意味であり崇神天皇の御代に中臣神聞勝命が奉幣して鹿島に居住し
たのが中臣氏の初めと言われる。中臣御食子の妻が臨月となり海辺の産屋に移って鎌子を出産し
た。産屋は忌日が明けると燃やして海に流す。鎌子は聡明な子供だったようで御食子はこの子を
当時の都飛鳥へと上らせたのであった。それが「鹿島立ち」と鎌足神社にも記されていた。世は
蘇我氏の天下である。横暴な政治を改革すべく、後の天智天皇と組んで蘇我入鹿を討った。そし
て大化改新を成し得た。蘇我氏が滅び孝徳天皇の御代になり、難波の宮に遷都し大化の元号が建
てられた。皇族執政として鎌子は最高位いついたが、ついに病を得てしまう。鎌足は病床でその
朝廷への貢献により大織冠を授けられて内大臣に任じられるとともに中臣鎌足から藤原鎌足と藤
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原の姓を賜るのである。すなわち藤原氏の祖となるのである。但し藤原の姓は鎌足の出生地に因
んでつけられたと言う説もあるが、定かではないが。『常陸風土記』孝徳天皇の御代に鹿島神宮
へ神戸五十戸を加えたとある。鎌足が蘇我氏を誅するに当たって祈願を込めたと言われている。
そして藤原氏一族の繁栄が始まるのであるが、鎌足の子藤原不比等が右大臣になり、又それに続
き武智麿、そして孫の永手が左大臣になった翌年神護景雲元年には、鹿島神宮から奈良の春日大
社に分霊したのであった。春日大社は奈良に都が移った頃は三笠山の頂上に祭られたが、後に現
在の位置に移ったと言われている。春日祭り、京都の葵祭り、石清水祭りとともに日本の三大勅
祭である。奈良公園に遊ぶ鹿は春日大社の神鹿であり、春日造りの社殿は平安時代の優美な姿で
2800もの灯篭は圧巻である。この春日大社の第一殿には鹿島神宮のご神体と同様、武甕槌命が
祀られている。そして第二殿には香取神宮のご神体とやはり同様経津主命、第三殿には枚岡神社
の祭神、天児屋根命、第四殿には比売神を祀っているのである。鎌足は鎌子の時代から邸内に鹿
島神宮への遥拝所を建てていたと言われる。
鎌足のおとど、むまれ給へるは、常陸国なれば、かしこのかしまといふところ
に氏の御神をすましめたてまつり給ひて、その御代より、いまにいたるまで、
あたらしき御門、后、大臣たち給ふをりは、みてぐらづかひ、かならずたつ。
かど、ならにおはしまししときは、かしことほしとて、大和国みかさ山にふる
奉りて、春日神となづけたてまつりて、いまに藤氏の御氏神にて、おほやけ、
をとこ女づかひたてさせ給ひ后宮、その氏の大臣公卿みな此明神につかうまつ
り給ひて、二月十一日上日御まつりにてなん、さまざまのつかひたちののしる。
（大鏡 348）
鹿島神宮からの分霊は神鹿の背に揺られてゆっくりと都に上ったのであった。春日曼荼羅には
鹿の背に神影が書かれている。又鹿の背には榊、神鏡が掛けられている。このように鹿島神宮の
ご神体が奈良の春日神社へと又更に京都西京区にある大原野神社に分祀され、その神前にも鹿の
石像が鎮座している。この大原野神社は藤原北家の祖藤原冬嗣が春日大社を分祀したものである。
又吉田神社も春日の分祀社として平安京の人々の信仰の対象となった。勿論、二社とも武甕御神
を祀っている。
天皇が大命に坐せ、恐き鹿嶋に坐す建御駕豆智命、香取に坐す伊波比主命、枚
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岡に坐す天之子八根命、比売神、四柱の皇神等の広前に白さく、
（延喜式 春日祭 祝詞）
奈良の地にある春日祭りでの祝詞では武甕槌神が常陸国鹿島から勧請されたことを伸べている。
藤原北家はこれから式部の時代まで繁栄を続けていくことになる。藤原氏全盛の時代が続く。鹿
島神宮のご神体は皇城鎮護の神となったのである。ここに鹿島神宮がいかに遠い東国の果てに祀
られても、その神威が歴代の帝の御代に深く刻まれてきたかを語っている。これは東国人の霊威
が都人には恐れと尊敬の念、畏怖すべき存在でもあったことを示す。後一条天皇の中宮、藤原威
子奉納の白玉が現在当社の宝物殿に納められている。藤原道長の娘の威子の東国信仰、祖先崇拝
を伺い知ることができる。又神功皇后の腹帯と伝えられる帯が残されている。一月十四日に常陸
帯神事が行われる。祭礼の時を男女が布帯に意中の人の名を書いて神前に供え、神官が結び合わ
せて分けるのを受けて縁結びを占った。現在は若い男女の恋占いになっている。神事が男女の縁
結びというのもこの常陸の地であればこそ頷けるのである。『源氏物語』にも一例ある。
この中将は、なほ思ひそめし心たえず、憂くもつらくも思ひつつ、左大臣の御
女を得たれど、をさをさ心もとめず、道のはてなる常陸帯の、と、手習にも言
ぐさにもするはいかに思ふやうのあるにかありけむ。
（ 100）
蔵人の少将は中将に昇進、竹河左大臣の御娘を得るが、なお大君を忘れず、恋う場面、「あづ
まぢの道のはてなるひたちおびのかごとばかりもあひみてしかな」（六帖 34206）を引く。
9．おわりに
『源氏物語』最後の女主人公として登場する浮舟は、今までの女主人公とは違い王孫では有り
ながらも、父親からは認知されずに母親の保護のもと都から遠い東国で成長した。その後、都で
二人の貴公子の狭間で苦悩し、死を決意するがそれもままならず生かされてしまう。死さえ望む
ことが出来なかった浮舟にとっては死にながら生きる出家生活を選ぶしか道はない。
横川の僧都に必死に頼み出家の願いを果たすものの、小野での出家生活も浮舟にとっては安住
埼玉女子短期大学研究紀要 第23号 2011.03
― ―２１４
の地ではなかった。尼姿になった浮舟にはその後、中将から求婚されたり、また薫からの消息に
驚いた横川の僧都からも還俗を勧められる。出家を果たしたとは言え世間はまだ浮舟を現実社会
へと引き戻そうとする。浮舟にとっては自ら選らんだ出家であったが、試練はこれからも続く。
そのような折、尼姿になった浮舟の元へ薫の文を持って浮舟の弟小君が現れる。さすがの浮舟も
弟、そして母親を思いほろほろと泣くのである。妹尼は小君に対面するように勧めるが、浮舟は
躊躇する。
「その後、とざまかうざみに思うひつづくれど、さらにはかばかしくもおぼえ
ぬに、ただ一人ものしたまひし人の、いかで、とおろかならず思ひためりしを、
まだや世におはすらんと、そればかりなむ心に離れず悲しきをりをりはべるに、
今日見れば、この童の顔は小さくて見し心地するにもいと忍びがたけれど、今
さらに、かかる人にもありとは知らでやみなむんと思ひはべる。かの人もし世
にものしたまはば、それ一人なむ対面せまほしく思ひはべる。この僧都ののた
またへる人などには、さらに知られたてまつらじとこそ思ひはべれ。かまへて、
ひが事なりける、として、もて隠したまへ」
（ 375）
救われた後のことを思い出そうとするが、はっきりと自分の過去を思い出すことが出来ない、
このままこの小野の山荘で尼として生きて行きたい、今弟を見ると幼いころの事を思い出すが、
ただお元気なら母親にだけには会いたいと鮮やかに思うのであった。しかし薫だけには決して会
いたくない「この僧都ののたまへる人などには、さらに知られたてまつらじとこそ思ひはべれ。」
と浮舟としては珍しくはっきりと固い拒否の姿勢を示す。薫からの文を見ようとしない浮舟に対
して妹尼も困り、浮舟の前に広げて見せるのであった。
さらに聞こえむかたなく、さまざまに罪重き御心をば、僧都に思ひゆるしきこ
えて、いまは、いかで、あさましかりし世の夢語りをだに、と急がるる心の、
我ながらもどかしきになむ。まして、人目はいかに。
（ 377）
「あれこれとあなたの罪の深さは僧都に免じて目をつぶることにして、今となっては呆れるほ
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どのひどい事も夢語りとしてお話を聞きたいと、急かれるのが私自身ももどかしいのです。まし
て世間の人はどのように非難し、思う事か。」と、薫からは浮舟の現在の心境とは遥か次元の違
う手紙の内容であった。薫にとってまず浮舟を非難する事から始まる。その罪を僧都に免じて許
してやろうとは高所からの発言である。浮舟は罪を認め穏やかな出家生活に入る事も還俗して薫
と復縁することももはや望むべくもないことである。薫が中君から浮舟の存在を知った時夢語り
と思ったが、ここでも同様に夢語りと述べられている。浮舟は薫にとっては所詮高みから見る存
在の女であり、出家するしか道のなかった浮舟とはもはや次元が違う世界に生きていると言える。
薫はそもそも出生の不安から道心を求めて宇治にすむ俗聖と言われた八の宮を慕って通い始めた
のであった。しかし薫の道心はここで行き止まってしまう。道心を求めながら、大君を慕い、そ
の後は更にゆかりとして中君に迫り、そしてその愛執を断ち切る事のできないまま人形（ひとか
た）として浮舟を宇治に据えた。しかし薫の浮舟に対しての処遇は大君の形代以下であった。
なまわかむどほりなどいふべき筋にやありけん。ここにも、もとよりわざと思
ひしことにもはべらず。ものはかなくて見つけそめてははべりしかど、また、
いとかくまで落ちあふるべき際とは思ひたまへざりしを。」
（ 364）
横川の僧都を訪ねて浮舟の所在を聞くところである。今を時めく権大納言兼大将の薫がわざわ
ざ比叡山の横川まで登り、一人の女の所在を聞くことなど有り得ないことである。そこで薫は浮
舟をなまわかむどほりの筋と言って話し出す。わかむどほりとは皇族の系統をいうが、故八の宮
の血を引くから皇統ではある。しかし母親が召人であるために薫は朧化して話す。ふとした事で
逢った女であり、また重々しく扱う女ではないのだがと、薫は極めて慎重に話し出すのである。
しかしもともとその程度の女なら薫自身がわざわざ横川まで赴く必要もないのである。薫の言葉
と行動は大きく乖離している。しかしその事には気付かず、薫は最上級の貴族の身分意識からし
か浮舟を見ることができず、その後もその意識は変わる事はなかった。薫は大きな自己矛盾を抱
えてこれからも都社会で生きていくのであろう。匂宮にしても浮舟失踪後は暫く病に罹ったが、
それは一過性の情事で終わる。
最後に浮舟より返事のないまま薫の元へ帰参する小君を見て、「こんなことなら使いなど出さ
なければ良かった。世間に自分と浮舟との関係が漏れてしまうではないか。浮舟から返事がない
のはきっと誰か他の男が据えたのであろう。」と思って、というところで長い『源氏物語』は本
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を閉じる。
さて今後浮舟はどのように生きてゆくのであろうか。色々と想像するところであるが、その問
いを作者は我々読者に投げかけ擱筆した。愛から信仰への道はどのように開けるのであろうか。
ましてこのように若く先の長い浮舟の運命を思うと簡単に出家生活を過ごせるとは思えない。一
時でも出家は功徳になると横川の僧都が浮舟に還俗を勧めた。僧都の暖かい人間性を見る事がで
きる。恐らく僧都の後見のもと信仰生活を送る事ができると思いたい。
それにしても都人であり中央の最高官僚である薫と当代の第三皇子である匂宮との意識のずれ
は明らかにされた。東国育ち、教養もなく、自我の発露も乏しい浮舟であったが、ここでは自ら
の意思を通し、自己を見つめる目を持った女性として語られている。おおらかで広大で豊かな東
国の磁場は浮舟のようにか弱く頼りなく儚げな女性が、同時にしたたかな意思の強さをもってい
ることを言い表している。それは東国人の強さとおおらかさである。出家を果たしても母の中将
の君には会いたいと浮舟が思うところは結局浮舟の身の程は母の身の程、召人と同等なのであろ
う。都の上級貴族の人間関係の中で翻弄されながら、結局浮舟の行き着くところは母の処になる
のである。
これは東国が神話の時代から帰結する処として信仰され、伝承を産んできたところと重なって
くるのである。作者の時代、全政権を独占する藤原北家、九条家の祖は遠い東国であった。常陸
国に鎮座する鹿島神宮神官の中臣御食子の子が都で天智天皇と大化改新を決行し皇族執政を布き、
臣下として最高位の大織冠を授けられた。それから藤原氏は栄え、式部の時代まで約350年間政
権を独占してきた。式部はそもそもこの長い『源氏物語』の時代背景として親政が程良く施かれ
た延喜天暦の時代を考証としている。そこには藤原氏の摂関体制を批判し祖先の成し得た原義に
立ち返ろうという意思が見られる。平安時代となり、国に争いごとはなくなったが陰謀や策略の
渦巻く宮廷社会にあって、ほんの一部の貴族にしか与えられない特権を目の当たりにした時、そ
の貴族たちの現実生活と心理生活の格差を知った。そして作者は元々自分達の祖先が持っていた
皇統を補佐し、荒ぶる神々の世界を交渉し、話し合いで国譲りを行った神武甕槌神を脳裏に描い
たことであろう。その神をご神体とし祀っているのが常陸国鹿島神宮であり、藤原氏の祖はその
神官であった。つまり中臣は神と人とをつなぐ役職である。浮舟は宇治川辺りで失踪して、その
後前後不覚に陥ったがそこで禊を行い、結果的にはその後の試練に耐えたと言える。此岸から彼
岸まで至るかは浮舟に課せられた題である。かつて紫の上は出家を望んだが源氏より認められな
かった。六条御息所は出家しても後年まで中空を跳梁していた。女三宮は薫の父である柏木との
不義の結果、出家を果たしたが、それも六条御息所の物の怪が原因であった。若くして出家した
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薫の母親女三宮の苦渋さは語られず、その課題は浮舟が引き継いで行くことになる。浮舟はこれ
からの信仰生活をどのように送るのか、それにはしたたかな忍耐と意思の強さが求められる。や
はり東国育ちの浮舟に課せられた役目だったのであろう。作者がなぜ東国育ちの浮舟を最後の女
主人公として据えたかが理解できるのである。
『源氏物語』五四帖最後の女主人公、浮舟が東国出身であること、また出自の低いことなどは
都人の視点では負性として捉えられていた。しかし東国は古来より伝承された独特の風土や神話
の世界を持っていた。筑波山の男女の二神を祭る宮、又その山麓で春秋行われた素朴な男女の歌
の掛け合い、そして勇猛果敢な防人の武勇と悲哀さ、また国譲り神話で活躍した神々が坐す処、
神の下での男女の縁結びをト定をする常陸帯神事、更に常陸国より藤原氏の祖である鎌足が鹿島
を立って都へ向かったこと、国を憂いて改革を断行したことなど、作者が今を時めく藤原氏のル
ーツが東国であることのに思いを馳せる事は、浮舟が最後に母を回想することにも表わされてい
る。作者も浮舟もともに東国に回帰して行くのである。
それら東国の様々なイメージを浮舟はその背に負っていたのである。それは東国育ちが負性と
いうよりは物語をより深く重層させる為の付加価値であった。
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